
1 学年 担当名

後 期 単位/時間数 2単位 30 時間
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後期授業の振り返り
・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

定期試験 ・手帳（スケジュール帳）

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

社会人基礎力を高めるための取り組み②

PDCAサイクルの振り返り
後期目標の振り返りと改善

特別講師授業：様々な先生の授業、考え方を学
ぶことで社会で生き抜く力を養う

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

社会人基礎力を高めるための取り組み①

自分を成長させるキャリアパス①
キャリアパスの考え方

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

自分を成長させるキャリアパス②
ステップアップに不可欠なスキル

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

特別講師授業：様々な先生の授業、考え方を学
ぶことで社会で生き抜く力を養う

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

職業理解とキャリアデザイン
・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

社会人になる前に知っておくべきこと②
組織のなかで働くことについて

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

なぜ働くのか？
ライフプラとキャリアプランについて考える

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

フォトコンテスト振り返り、表彰式
・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

社会人になる前に知っておくべきこと①
会社ってどんな存在？

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

履修に当たっての留意点 使用教材をしっかり確認し、毎回忘れ物がないように出席すること

授業内容 使用教材 授業以外での準備学習の有無

後期オリエンテーション
スケジュールとカリキュラムの説明、２学期の目
標設定

・手帳（スケジュール帳）
・個人PC

到達目標
自ら考え、行動できる力を身に付け、キャリア意識を備える。また、社会人として不可
欠な基礎力を学習し、仕事への自信やモチベーションを高めることで、早期内定獲得
できるようになる。

学習内容
社会人としての基礎力と業界で働くための心構えについて講義を実施する。また、特
別講師授業として様々な講師から講義をしていただくことで社会人として生き抜く力を
養える授業を実施する。

成績評価の方法と基準

小テスト・課題点40点＋定期試験60点　合計点数100点にて成績を算出する

評価　　　GPA　　　合計点数
Ａ　　－　４．０　　90点～100点
Ｂ　　－　３．０　　80点～89点
Ｃ　　－　２．０　　70点～79点
Ｄ　　－　１．０　　60点～69点
E　　 －  出席不良
F　　 －　０．０　　59点以下（不合格）

※定期試験は筆記試験とする

対象学年
 科目名

キャリア教育講座Ⅱ 楊　宗英

対象学期（Q） 講義　　・　演習　・　実技　・　実習


